
国際総合学類
社会学類

社会・国際学群
School of Socia l 
and Internat iona l Studies

国際総合学類
College of International Studies

学士（国際開発学）
■ Bachelor of Arts in International Development

学士（国際社会科学）※社会国際学教育プログラム（英語プログラム）
■ Bachelor of Arts in International Social Sciences

学士（国際関係学）
■ Bachelor of Arts in International Relations

グローバリゼーションとともに複雑化する国際的な諸問題に対して、問

題の本質を発見する洞察力と情報分析能力を身に付け、先見性と独

自性に富む解決策を他者に伝えるコミュニケーション能力を備えた、文

理融合型の実践的な人材を養成します。

人材養成目的

社会科学分野を基本としつつ環境学

や情報学等の分野も加えた総合的な

知の体系と、専門性に裏付けられた

方法論を身に付け、グローバル化す

る社会で生起する複雑な諸問題を的

確に理解し、分析する能力を備え、社

会の要請に柔軟かつ独創的に対応で

きる人材を育成します。

人材養成目的

経済活動や環境問題は国境を越えて展開します。そこには、絶対的に

正しいものはありません。既成観念にとらわれず、多様な価値観の存在

を想像しながら、ものごとを観察し、何が問題かを見分け、何をどうす

ればいいのか、筋道をたてて考え、それを周りに説明でき、理解者を増

やしていく意欲・チャレンジ精神をもつ人材が望まれます。

求める人材
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▎授業評価として、毎学期末にすべての授業について授業評価アンケ

ートを実施しています。クラス制をとり、学生生活全般に関して、学生と

教員が定期的に意見交換することにより、教育環境の改善に努めてい

ます。卒業時に行っている学類独自のアンケート調査では、例年約9

割が「満足」と回答しています。

▎国際総合学類の特徴として、海外での様 な々分野の活動に関心を持

つ学生が極めて多く、例年約5割の在学生が交換留学や海外研修に

より国外で学んでいます。こうした学生の海外志向に応えるために、国

際総合学類では、独自の海外研修企画や国連ボランティア事業、イン

ターンシップへの参加を単位化したり、欧米やアジア、中南米、北アフ

リカ等の大学と単位の交換協定を締結して、学生の留学希望を制度

的に支援しています。

教育の質の保証と改善の方策卒業後の進路

企業・団体
▎マスコミ・出版…朝日新聞、読売新聞、日本
経済新聞、北海道新聞、中日新聞、NHK、日
本テレビ、リクルート 他
▎金融・保険…三菱東京UFJ銀行、三井住友
銀行、みずほフィナンシャルグループ、日本
政策投資銀行、野村証券、大和証券 他
▎商社・流通…三井物産、住友商事、伊藤忠
商事、三菱商事、双日、イオン 他
▎運輸・旅行…JR東日本、日本貨物鉄道、日
本通運、中部国際空港、H.I.S 他
▎情報・通信…NTTコミュニケーションズ、日
本マイクロソフト、インテル、日本 IBM 他
▎サービス…野村総合研究所、リクルートエ
ージェント、ヒルトン大阪 他
▎機械・電機…本田技研工業、三菱重工業、
川崎重工業、スズキ、マツダ、パナソニック、
東芝、富士通、沖電気工業、キヤノン 他
▎住宅・不動産…ミサワホーム、三菱地所リテ
ールマネジメント、東急不動産 他

学校教員
▎公立…茨城県、千葉県、東京都、静岡県 他

官庁・自治体
外務省、経済産業省、厚生労働省、農林水
産省、防衛省、警察庁、東京国税局、青森県、
宮城県、茨城県、東京都、千葉県、長野県、
兵庫県、佐賀県、栃木県警、静岡県警、東
京消防庁、つくば市、山梨市、四日市市、広
島市 他

独立行政法人等
国際交流基金、国際協力機構、日本貿易振
興機構 他

就職先の例

▎筑波大学大学院…人文社会科学研究群、シ
ステム情報工学研究群
▎他大学大学院…東北大学、東京大学、東京
工業大学、一橋大学、京都大学、海外の大
学

大学院進学の例

卒業生の約8割は、企業・官公庁など国
内外で広く活躍しています。約2割は大
学院に進学しています。

教育力向上への取組

卒業時のアンケート調査で
例年約 9割が「満足」と回答

定期的かつ双方向的な意見・情報交換の機会

教員学生

毎学期末に個別授業において
授業アンケートを実施

4年次に全体的な
授業アンケートを実施

クラス制による、
学生生活全般に関する意見交換

社
会
・
国
際
学
群

国
際
総
合
学
類
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学士（国際関係学）に係る学修成果を身に

付けるためのプログラムとして、次の方針に

基づき教育課程を編成・実施します。

総合的な方針

現在の国際問題は経済や文化と深く関係

しており、その解明は政治学的なアプロー

チだけでは不十分です。国際関係学主専

攻では、政治学、国際法、経済学、文化人

類学、言語学などの分野を横断する学際

的教育により、ガバナンス志向的な問題解

決の能力を有するグローバル人材を養うこ

とを目標としています。国際開発学主専攻

と共通する領域もありますが、より社会科

学的側面から国際社会で発生する様 な々

問題を捉え分析してゆく学問体系を持ち

ます。教育課程は基本的に、国際開発学

主専攻との共通点の多い専門基礎科目か

ら、より専門性の高い国際関係学分野に固

有の科目及びゼミナールへと、知見を掘り

下げていくという観点から編成されていま

す。

順次性に関する方針

▎1年次…基本的な学問分野の学習

必修の専門導入科目「国際学Ⅰ～Ⅳ」を通

じて、国際関係の基礎とグローバルな視野、

広範な教養を身につけます。基礎的な社

会・人文科学、及び環境学、情報学といっ

た複数のディシプリンを俯瞰することで、自

分が得意とし、将来的に深く学んでいきた

い主専攻と専門分野を決めていくステップ

となります。同時に、英語を中心とした語学

筑波大学学士課程の教育目標に基づく修得すべき知識・能力（汎用

コンピテンス）を修得し、かつ本学群・学類の人材養成目的に基づき、

学修の成果が次の到達目標に達したと認められる者に、学士（国際関

係学）の学位を授与します。

▎最新の世界事情を歴史的・文化的背景を踏まえて理解し、基本的な

解決策を提示する国際ガバナンスのプロセスを理解している。

（関連するコンピテンス：国際学（国際関係）の理解、国際学（国際開発）

の理解）

▎国際政治学、国際法、経済学、言語学、文化人類学等の各領域の専

門的知識と、ITスキルに裏打ちされた多角的な方法論を踏まえた、文

理融合型の学際的見識を修得している。

（関連するコンピテンス：国際学（国際関係）の理解、国際学（国際開発）

の理解）

Bachelor of Arts in International Relations

学士（国際関係学）

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類

教育課程編成・実施の方針学位授与の方針

▎国際学ゼミナールの議論と卒業論文の研究を通して、高度の論理的

思考力と多様な価値観を前提とした表現力を習得している。

（関連するコンピテンス：国際学（国際関係）の分析能力、国際学（国際

関係）の論理的表現能力、国際学（国際開発）の分析能力、国際学

（国際開発）の論理的表現能力）

▎「ヒアリング力」、「交渉力」、「提案力」、「前向きな姿勢」、「向上心」と

いった基本的なヒューマン・スキルと、コンピューターによる分析・表現・

プレゼンテーションのテクニカル・スキルを身に付けている。

（関連するコンピテンス：国際学（国際関係）の分析能力、国際学（国際

関係）の論理的表現能力、国際学（国際開発）の分析能力、国際学

（国際開発）の論理的表現能力）
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力とコミュニケーション能力を強化します。

▎2年次…学際的な分析法の習得

主に選択の基礎科目を学び、国際的な比

較や歴史的な背景を考察すると同時に、環

境学・情報学との融合領域に対する知見

や分析方法の習得を通じて、学際的な素

養と国際問題への洞察力を涵養します。さ

らに、語学はスキル・手段であるという認識

を確立した上で、広い視野、価値観の相

対性を前提とした、真のコミュニケーション

能力を強化します。

▎3年次…課題解決的、及び理論的な研究

国際関係学主専攻科目の学習を通じて、

隣接分野の動向も踏まえた、具体的な解

決策の構築に寄与する理論的知見を習得

します。急速に変動し複雑化する国際状

況に対応して「何が問題であるか」を突きと

める問題解決へと立ち向かう鋭い問題意

識とバランスのとれた国際感覚を身につけ

ます。

▎4年次…国際的に通用する説得的な政

策の研究

少人数の国際学ゼミナールへの参加と卒

業論文の執筆を通じて、4年間の研究成

果を構築します。独創的な問題設定を行

い、論理立てて分析・実証し、自らのガバ

ナンス力を高めることで、国際的に活躍で

きるグローバル人材を目指します。

実施に関する方針

学習モチベーション形成のために、諸外国

の研究者や政治家を招いて国際問題に関

するシンポジュームや討論会を開催します。

これらの機会を通じ、学生が日常的に国際

化を意識できる学習環境を創出できるよう

に努めています。

育成する能力とカリキュラムの構造

卒業論文

国際学ゼミナールⅠ・Ⅱ 

国際関係学専門科目  

English Discussion Seminar, English Debate 

国際政治学、国際法、経済学、文化人類学、環境・情報学

4年
独創的な問題設定を行い、
論理立てて分析・実証

3年
具体的な解決策の構築に寄与する
理論的知見を習得

2年
学際的な素養と国際問題への
洞察力を涵養
コミュニケーション能力の一層の強化

1年

国際関係の基礎とグローバルな
視点、広範な教養を身につける
同時に、語学力と
コミュニケーション能力を強化

学
士
（
国
際
関
係
学
）

社
会
・
国
際
学
群

国
際
総
合
学
類
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学修成果の評価に関する方針

学位授与の方針における到達目標を踏ま

え、汎用コンピテンスとともに、国際関係学

についての理解や分析能力、論理的表現

力に関して、試験、レポート、独立論文、卒

業論文などにより、習熟度を評価します。

Bachelor of Arts in International Relations

学士（国際関係学）

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類
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学士（国際開発学）に係る学修成果を身に

付けるためのプログラムとして、次の方針に

基づき教育課程を編成・実施します。

総合的な方針

国際開発学主専攻は、国際関係学主専攻

と共通する側面もありますが、より社会・数

理科学的側面から国際社会で発生する

様々な問題を捉え分析してゆく学問体系

を持ちます。国際社会のあり方に関する

様 な々視点を踏まえて、開発を巡る実践的

な知識と技術を身に付けたグローバル人

材を養うことを目標としています。教育課

程は基本的に、国際関係学主専攻との共

通点の多い専門基礎科目から、より専門性

の高い国際開発学分野に固有の科目及び

ゼミナールへと、知見を深めていくという観

点から編成されています。

順次性に関する方針

▎1年次…基本的な学問分野の学習

必修の専門導入科目「国際学Ⅰ～Ⅳ」を通

じて、国際関係の基礎と、環境・情報・土木・

都市分野の広範な教養を身につけます。こ

れらの領域の基礎的な複数のディシプリン

を俯瞰することで、自分が得意とし、将来

的に深く学んでいきたい主専攻と専門分野

を決めていくステップとなります。同時に、

英語を中心とした語学力とコミュニケーシ

ョン能力を強化します。

▎2年次…学際的な分析法の習得

主に選択の基礎科目を学び、現代社会に

おける開発に関わる諸現象について、分析・

筑波大学学士課程の教育目標に基づく修得すべき知識・能力（汎用

コンピテンス）を修得し、かつ本学群・学類の人材養成目的に基づき、

学修の成果が次の到達目標に達したと認められる者に、学士（国際開

発学）の学位を授与します。

▎グローバル・コミュニケーションの基盤としてのITスキルを持ち、国際

交流基盤の成り立ちを理解している。

（関連するコンピテンス：国際学（国際開発）の理解、国際学（国際関係）

の理解）

▎経済開発、社会開発等の社会科学、または情報学、環境学等に関す

る専門的方法論を駆使しうる、文理融合型の学際的見識を修得して

いる。

（関連するコンピテンス：国際学（国際開発）の理解、国際学（国際関係）

の理解）

教育課程編成・実施の方針学位授与の方針

▎国際学ゼミナールの議論と卒業論文の研究を通して、高度の数理的

ないし論理的思考力と実践的な技法を習得している。

（関連するコンピテンス：国際学（国際開発）の分析能力、国際学（国際

開発）の論理的表現能力、国際学（国際関係）の分析能力、国際学

（国際関係）の論理的表現能力）

▎「ヒアリング力」、「交渉力」、「提案力」、「前向きな姿勢」、「向上心」と

いった基本的なヒューマン・スキルと、コンピューターによる分析・表現・

プレゼンテーションのテクニカル・スキルを身に付けている。

（関連するコンピテンス：国際学（国際開発）の分析能力、国際学（国際

開発）の論理的表現能力、国際学（国際関係）の分析能力、国際学

（国際関係）の論理的表現能力）

Bachelor of Arts in International Development

学士（国際開発学）

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類
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評価・マネジメントの技法を習得するととも

に、ITの理論と技術を習得します。語学は

スキル・手段であるという認識を確立した

上で、広い視野、価値観の相対性を前提

とした、真のコミュニケーション能力を強化

します。

▎3年次…課題解決的、及び理論的な研究

国際開発学主専攻科目の学習を通じて、

インターネットに代表される国境を越えて

発展するITについて学ぶと同時に、開発

学的なアプローチに基づくモデル化の技法

を習得し、国際交流の基盤における問題

発見と解決に関する目的意識を養います。

▎4年次…国際的に通用する実証的な技

法の研究

少人数の国際学ゼミナールへの参加と卒

業論文の執筆を通じて、4年間の研究成

果を構築する。独創的な問題設定を行い、

論理立てて分析・実証し、自らの技法を高

めることで、国際的に活躍できるグローバ

ル人材を目指します。

実施に関する方針

学習モチベーション形成のために、諸外国

の研究者や政治家を招いて国際問題に関

するシンポジュームや討論会を開催します。

これらの機会を通じ、学生が日常的に国際

化を意識できる学習環境を創出できるよう

に努めています。

学修成果の評価に関する方針

学位授与の方針における到達目標を踏ま

え、汎用コンピテンスとともに、国際開発学

についての理解や分析能力、論理的表現

力に関して、試験、レポート、独立論文、卒

業論文などにより、習熟度を評価します。

育成する能力とカリキュラムの構造

卒業論文

国際学ゼミナールⅠ・Ⅱ 

　国際開発学専門科目  

English Discussion Seminar, English Debate 

国際政治学、国際法、経済学、文化人類学、環境・情報学

4年
独創的な問題設定を行い、
論理立てて分析・実証

3年
開発学的なアプローチに基づく
モデル化の技法を習得

2年

分析・評価・マネジメントの技法の
認識、ITの理論・技術の修得
コミュニケーション能力の
一層の強化

1年

国際関係の基礎と、環境・情報・土木・
都市分野の広範な教養を身につける
同時に、語学力と
コミュニケーション能力を強化

Bachelor of Arts in International Development

学士（国際開発学）

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類
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学
士
（
国
際
開
発
学
）

社
会
・
国
際
学
群

国
際
総
合
学
類

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類

Bachelor of Arts in International Social Sciences

学士（国際社会科学）※社会国際学教育プログラム（英語プログラム）

Bachelor of Arts in International Social Sciences is granted to those 

who are admitted having gained the knowledge and ability (Generic 

Competences) based on the curriculum targets stipulated for the 

University of Tsukuba’s undergraduate degree programs and have 

reached the following achievement targets in their learning outcomes 

based on the educational purpose for the Undergraduate Program of 

International Social Studies.

▎Multidisciplinary Knowledge

Students are provided with skills and knowledge through the 

perspectives from diff erent fi elds of social sciences, mainly economics, 

political science, sociology, and law.

▎Understanding International Relations

In addition to its specialized fields, students will gain broad 

knowledge on international studies in general and various research 

methods.

学位授与の方針

▎Data analysis & application for social science research

Students are trained to mobilize, organize, analyze, and interpret data 

and information in social science research.

▎Fundamentals of negotiation skills

Students are given opportunities to develop the skills to engage in 

mutually beneficial negotiation on issues of local and international 

importance and context.

▎Policy-related fundamental skills

Th ese courses are oriented towards practices of policy making design 

and implementation.
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The curriculum is organized based on the 

following policies.

General policy

Th is program’s general policy is to provide 

s tudents  with tools  to  understand 

international issues in the globalized 

wor ld through a  mult idisc ip l inar y 

perspective, encompassing areas such as 

economics, political science, sociology, and 

law.

Sequential course structure

The curriculum allows the student to 

obtain knowledge in a gradual and 

s t r u c t u r e d  w a y, t h r o u g h  g e n e r a l 

foundation subjects in a first stage, 

foundation subjects for major and major 

subjects later. Finally, students write the 

graduation thesis as a synthesis of their 

academic development.

Implementation policy

Through a global vision, education is 

focused on the ability to think about 

international issues in a broad and 

m u l t i d i s c i p l i n a r y  w a y, n o t  o n l y 

theoretically, but also as applied and 

problem-solving knowledge.

P o l i c y  f o r  e v a l u a t i o n  o f  l e a r n i n g 

outcomes

In accordance with the program policy 

and guidelines, periodic assessments of 

students are applied, as well as the 

Bachelor of Arts in International Social Sciences

学士（国際社会科学）※社会国際学教育プログラム（英語プログラム）

社 会 ・ 国 際 学 群 国 際 総 合 学 類

教育課程編成・実施の方針
▎Cross-cultural awareness skills

These courses offer fundamental knowledge to rise students’ 

awareness on diff erent cultures and perspectives that will encourage a 

broader understanding of local and global cultural landscapes.

▎Project analysis and completion skills

Students undertake research projects and seminars to design, research, 

and present important themes in social sciences. In the process, they 

create and present their graduation thesis in order to contribute to the 

production of socially relevant and meaningful knowledge.

▎Host culture integrative skills

By living and studying in Japan, students obtain a unique opportunity 

to engage, understand and contextualize the Japanese culture and its 

contribution to global welfare and society.

▎Interactive applied competence

Courses that provide opportunities for students to apply their skills 

and knowledge in practical contexts, allowing them to shape their 

capacity to solve and prevent problems in society.
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assessment of the graduation thesis. In 

relation to courses, quality is guaranteed 

through systematic evaluations.
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